
授業時間外の学修
　【予習】授業計画で示す各回のテーマについて参考図書等で予習し、専門用語を理解しておく。　　　　　　　　　　　　　
【復習】講義の中で十分理解できないところがあった場合は、授業時間外でも教員に確認して理解を深める。
　　　　　授業でとったノート・配布資料等を精読・復習し、理解をさらに深める。

授業の到達目標
・今日の化学合成農薬に偏重した病害虫・雑草の防除による弊害を知る。
・環境に配慮した総合的な防除法（ＩＰＭ）について、その概念と現状，対策となる各技術の仕組みを理解する。

授業概要

　本講義は、環境に配慮した新しい病害虫・雑草の防除法であるＩＰＭ（総合防除，総合的病害虫・雑草管理）の概念、
実施方法の理解を目的とします【知識・理解の育成】。
　化学合成農薬が登場して以来、作物の病害虫・雑草に対して卓効を示すあまりに農薬偏重の作物保護が定着し、化
学物質の作物残留や自然生態系への影響等が懸念されている。この反省点から、新しい概念としてＩＰＭが生まれ、
実際に取り組まれています。　ＩＰＭの最新の実用事例を取りいれながら、その必要性や概念を解説します。　
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　必要に応じて作製した資料を配布します。テキスト

　リポートを作成することにより、講義内容に
ついて深い理解を図ります。

課題に対する
フィードバック

　IPM総論・害虫の総合防除・雑草の総合防除
（リポート：70点）および作物病害の総合防除（
リポート：30点）により評価します。評価方法

　授業の進展に沿って関連する参考書等を適宜提示するので、授業前後（授業時間外）で各自学習を深める。

参考書

備考

関連する科目 　環境保全型農業論、農薬科学、植物病理学を履修していることが望ましい。

授業の進め方と方法

　毎回の講義内容を板書・配布資料およびパワーポイントなどプレゼンテーションにより解説します。 　講義内容に関
連付けた課題についてリポートを作成し、提出してもらいます。

授業計画

　第１～３回：IPM総論（山口健一）
　　０１．総合防除の概念
　　　　　ＩＰＭの概念について学びます。
　　０２．総合防除の必要性
　　　　　農薬偏重の防除による弊害を学びます。
　　０３．総合防除の現状
　　　　　農業主要国のＩＰＭの取り組みの現状を学びます。
　第４～８回：作物病害の総合防除（菅野善明）
　　０４．総合防除と病気の発生要因
　　　　　作物病害の総合防除を理解するために必要な病気の発生要因について学びます。
　　０５．耕種・物理的防除法
　　　　　耕種・物理的防除の考え方および具体的方法を学びます。
　　０６．生物学的防除法
　　　　　生物学的防除の考え方および具体的方法を学びます。
　　０７．微生物農薬
　　　　　微生物農薬の考え方と特徴、具体的方法を学びます
　　０８．総合防除の実際
　　　　　トマト栽培における総合防除の考え方、具体的方法を学びます。
　第９～１２回：害虫の総合防除（山口健一）
　　０９．化学的・生化学的防除法
　　　　　殺虫剤やフェロモン剤を用いた防除手段を学びます。
　　１０．物理的・耕種的防除法
　　　　　物理的・耕種的な害虫防除法の仕組みを学びます。
　　１１．バイオコントロール
　　　　　生物機能を利用した害虫防除手段について学びます。
　　１２．害虫抵抗性植物の利用
　　　　　遺伝子組換え技術を利用した害虫抵抗性植物の仕組みを学びます。
　第１３～１５回：雑草の総合防除（山口健一）
　　１３．雑草害の現状と対策
　　　　　雑草による作物被害と主要な除草剤について学びます。
　　１４．除草剤耐性植物
　　　　　遺伝子組換え技術を利用した雑草耐性植物の仕組みを学びます。
　　１５．IWM（総合的雑草管理）
　　　　　農業主要国のＩＷＭの取り組みについて解説します。
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